
被
ひ

害
がい

　人の体内に入った有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

は、まず腸
ちょう

から吸
きゅう

収
しゅう

され体内にたまり、やがてそれ
が脳

のう

にも入ります。

　脳
のう

に入った有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

は、運動や感
かん

覚
かく

に関
かん

係
けい

する神
しん

経
けい

細
さい

胞
ぼう

をこわして、
さまざまな症

しょう

状
じょう

を、
人体に引き起こし
ました。

新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

被
ひ

害
がい

者
しゃ

の主な症
しょう

状
じょう

とは？

　工場から阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

に流れ出た有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

は、食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

を
通じて川魚にたまり、その川魚を毎日のようにたくさん
食べ続

つづ

けていた人が新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

になってしまいました。

食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

を通じて広がった被
ひ

害
がい

注目❶

他人から理
り

解
かい

されにくい被
ひ

害
がい

食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

手足のしびれ

食食
しょくしょく

物物
もつもつ

連連
れんれん

鎖鎖
ささ

を通じてを通じて

体の表面やエラから体の表面やエラから

プランクトンプランクトン
などのなどの微微

びび

生生
せいせい

物物
ぶつぶつ

水水
すいすい

生生
せいせい

昆昆
こんこん

虫虫
ちゅうちゅう

ウグイ・ニゴイウグイ・ニゴイ
などの川魚などの川魚

食食
しょくしょく

物物
もつもつ

連連
れんれん

鎖鎖
ささ

などを通じてなどを通じて有有
ゆうゆう

機機
きき

水水
すいすい

銀銀
ぎんぎん

が何十万倍ものが何十万倍もの濃濃
のうのう

度度
どど

でたまるでたまる

有有
ゆうゆう

機機
きき

水水
すいすい

銀銀
ぎんぎん

をふくんだをふくんだ排排
はいはい

水水
すいすい

毎日のように毎日のように
食べる食べる

昔の食事昔の食事
（川魚が中心）（川魚が中心）

阿阿
ああ

賀賀
がが

野野
のの

川川
がわがわ

食
しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

を通じた有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

のとりこみ
　有

ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

はまず、水中のプランクトンに
とりこまれ、それを水

すい

生
せい

昆
こん

虫
ちゅう

が
食べ、さらにそれを川魚が食べ
る食

しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

を通じて、濃
のう

度
ど

が何
十万倍も高くなって、川魚の中
にたまっていきました。

鹿鹿
かのかの

瀬瀬
せせ

工場工場

体内に入った有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

は…

有有
ゆうゆう

機機
きき

水水
すいすい

銀銀
ぎんぎん

移移
いい

動動
どうどう

吸吸
きゅうきゅう

収収
しゅうしゅう

阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

が流れる
地

ち

域
いき

では、川魚を
毎日のようにたくさん
食べ続

つづ

けた人の体内に、
有
ゆう

機
き

水
すい

銀
ぎん

が
たまっていきました。

人間人間
（（被被

ひひ

害害
がいがい

者者
しゃしゃ

））

　新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

が苦しむ主な症
しょう

状
じょう

は、見た目からは健
けん

康
こう

な人とあまり見分けがつきません。
　そのため、症

しょう

状
じょう

のつらさなどを周
しゅう

囲
い

の人たちから、なかなか
理
り

解
かい

してもらえないとなやむ被
ひ

害
がい

者
しゃ

も多くいます。

他人からは理
り

解
かい

されにくい被
ひ

害
がい

注目❸

症
しょう

状
じょう

の苦しみをなかなか理
り

解
かい

してもらえない被
ひ

害
がい

者
しゃ

の話
　私は平

へい

成
せい

時代の中
なか

頃
ごろ

に、被
ひ

害
がい

者
しゃ

として声を上げました。今のところ「ニ
セ患

かん

者
じゃ

」のような差
さ

別
べつ

を、私がくらす地
ち

域
いき

の中では受けていません。ただ、
仲
なか

の良
よ

いご近所さんに、自分が苦しむ水
みな

俣
また

病
びょう

の症
しょう

状
じょう

を打ち明けたところ、
「あなたは水

みな

俣
また

病
びょう

には見えないから、その症
しょう

状
じょう

はたんなる気のせいでは？」
などと悪

わる

気
ぎ

なく言われ、なかなか理
り

解
かい

してもらえず悲しくなりました。

被
ひ

害
がい

者
しゃ

の

さまざまな症
しょう

状
じょう

手足のしびれや手足のしびれや感感
かんかん

覚覚
かくかく

のの低低
ていてい

下下
かか

、ふるえ、ふるえ

こむら返り、こむら返り、
けいれんけいれん

目が見えにくい、目が見えにくい、
見える見える範範

はんはん

囲囲
いい

がせまいがせまい

めまい、めまい、
立ちくらみ立ちくらみ

つまづきやすい、つまづきやすい、
ふらつくふらつく

つかれやすい、つかれやすい、
何もしたくない 何もしたくない 

箸箸
はしはし

がうまくがうまく握握
にぎにぎ

れない、れない、
字がうまく書けない字がうまく書けない

手足のしびれなどに苦しむ注目❷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

の被
ひ

害
がい

者
しゃ

は、さまざまな症
しょう

状
じょう

に苦しんでいますが、ほぼすべての被
ひ

害
がい

者
しゃ

に共
きょう

通
つう

する症
しょう

状
じょう

が、手足がしびれたり、感じにくくなったりする症
しょう

状
じょう

です。

言葉がうまく言葉がうまく
話せない話せない 耳鳴り、耳鳴り、

耳が遠い耳が遠い

ねむりがねむりが浅浅
あさあさ

く、く、
すぐ目がすぐ目が覚覚

ささ

めるめる

味やにおいが味やにおいが
わからないわからない

写
しゃ

真
しん

所
しょ

蔵
ぞう

：
旗
はた

野
の

秀
ひで

人
と

氏
し

写
しゃ

真
しん

所
しょ

蔵
ぞう

：
旗
はた

野
の

秀
ひで

人
と

氏
し

▼阿
あ

賀
が

野
の

川
がわ

の岸
きし

辺
べ

で、自分の手をじっと見つめる被
ひ

害
がい

者
しゃポイント❹ 主な症

しょう

状
じょう

パネル
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パネル08をチェック！


